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あ だ ち が「 遊 び・学びの 国」になる …

あだち子どもフ
ェスティバル

6 月3O日( 日) 、午前9 時
場所 エル ・ ソフィア

( 梅田7331 、梅島駅下車徒歩3 分)
子どもたちが豊かに、たくましく、そし てすこや かに成長することを

願い、「あだち子どもフェスティバル」を開催し ます。当日は、子ど もた
ちによ る演奏発表会や 、チビ ツ子力士・外国の人たちと遊ぶコーナー、
地域 対抗子ども綱引き 大会など、お楽し みイベントをたくさん用意し 、
会場全体で盛大にくり ひろげます。また、親子で廃油から石け んを 作る
体験コ ーナー、子ども の遊びについて考えるコ ーナーなど、親子で楽し
める企画も用意し てい ます。見て、聞いて、参加する多彩な子どもフ ェ
スティバル、ご家 族そろ っておでかけ ください。
主 催 あだち 子どもフェスティバル実行委員会( 足立区青少年団体

連合協議会、足立シニアク ラブ 、足立ジ ュニアリーダ ースク
ラブ)

問合せ先 本庁舎( 千住) ・少年育成係 　38821111( 代)

○ 主な予定プログラム

レ車でのご来場はご遠慮ください。
模擬店、バザー以外は無料です。
プレ ゼント 抽選券(プログラム) は、当日
の午前9 時から配布します。
託児コーナー( 2 歳以上学齢前まで) もあ
ります。

みんな集まれ

アウトドア
イベント・イン
アラカワ' 91

7月21日(日)

区
民
の
皆
苓
心
に
、
河
川

に
親
匚
ん

だ
新
し
い
ア
ウ
ト

ド
ア

ー
ラ
イ
フ
岑
考
凡
て
い

た
だ
く
た
め

「
ア
ウ
ト
ド

ア

ー
イ
ペ
ン
ト

ー
イ
ン

ー
ア

ラ
カ
ワ
9
1
」豈
鬨
催
し
ホ
罵

会
掎
ば
、荒
川
河
川
敷
「
虹

の
広
場

」
と

、
そ
の
男

卷

予
定

。

元
ブ
ロ
野
毬
學

ゐ

野
球

教
室
や
ス
ポ
ー
ツ
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
ミ
ニ
S
L

、
魚
釣
り

大
会
、
イ
カ
ダ
レ
ー
ス
、
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
か

宵

だ
S

兄

。

皆
さ
ん
の
お
越
隘

簒
鞜

扣
に‥‘て
い
ま
ず

。

な
お
、詳
細
に
つ
い
て
は
、

Å

皆

号
の

「
あ
だ
農

報
」
で
お
知
ら
せ
し
ぶ
ヂ

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁

舎
・
計
画
調
整
課

(
3
呂
)
5
2
0
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特
集
　
女
性
行
動
計
画

「
ウ
ィ
メ
ン
ズ
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
あ
だ
ち
Ⅱ

」

②
③
④
⑤
面

区
関
係
で
1
5人
受
章

平
成
3
年
　
春
の
叙
勲

平
成
3
年
春
の
叙
勲
者
が

発
表
さ
れ
、
区
関
係
で
1
5人

の
方
が
晴
れ
て
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
に
佯
い
、
区
で
は
1

月
5
E
に
叙
墨
翆
猖
き
、

永
年
膃
p
た
る
社
会
へ
の
功

労
に
対
し
思
謝
し
、
祖
稲
し

声
だ

。

今
回
の
叙
勲
者
は
、次
の

と
お
り
で
罵
(
敬
称
略
)

▽
前
川
誠
郎
(
7
1
歳
)
…
勲

二
等
瑞
宝
章
ワ
井
卜
堊
太

郎
(
7
0
歳
)
…
勲
四
等
瑞
宝

章
マ
清
水
容
共
衛
(
7
0
歳
)

・
:
勲
五
等
双
光
旭
日
章
マ

小
澤
号
肪
(
迴
?
・
癜

五
等
双
光
泄
日
章

▽
尻
無

清
治
(
7
0
歳
)・
=勲
五
等
瑞
宝

章

▽
甎
利
尚
(
8
4歳
)
:
癲

五
等
瑞
宝
章

▽
室
町
大
介

(
8
8歳
ご
・
癲
五
等
瑞
宝
章

▽
田
中
保
(
8
8歳
)
:
癲
五

等
瑞
宝
章

マ
石
井
文
雄

(
7
1歳
)
:

廡
(

等
単
光
旭

日
章

ワ
大
久
保
智
子
(
7
1

歳
)
:

癲
六
等
宝
冠
章

▽

飯
島
進
一
(
7
2歳
了

勲
一
(
等

璢
宝
章

マ
中
川
勇
(
7
2歳
)

…
勲
六
等
瑞
宝
章

▽
宮
内

進
二
(
邸
歳
)・
:
壓
(
等
駲
宝

章

▽
長
谷
川
港
古
(
7
2歳
)

…
懃
ぶ

″
青
伍
櫚

葉
章

▽

大
塚
紀
一
(
6
1歳
)
:
愈
七
墫

瑞
宝
章

足
立
区
議
会

議
長
・
副
議
長
　
決
ま
る

5
月
2
4日
に
、
足
立
区
議

会
臨
時
会
が
鼎
が
れ
、
議
長

に
大
神
田
賢
次
議
員
(
自
由

民
主
党
)
、副
議
長
に
西
口
喜

垈

竃

員
(
公
明
党
)
が
選
出

さ
れ
次
し
た
。

副議長

西口 富代志
議 長

大神田 賢次
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女 性 が 活 き 男性が活き まちが活きる
ウ
イ
メ
ン
ズ
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
あ
だ
ち
Ⅱ
を
策
定

足立区では、「ウィメンズマスタープランあだちI I 一第2
次・立区女性行動計画一」を策定しました。
女性も男性も共に社会の各分野で責任を負い、男女の

役割を固定させずに、一人ひとりが主体的に生きていけ
る社会( 男女共生社会) を実現する粂件づくりのための
プランです。
性による差別( = 女性問題) の解決など直接的な施策

ばかりではなく、高齢者や心身障害者( 児) に関するこ
となど、区政のあらゆる分野でぜひとも実現したい課題
を設けています。
また、国や都あるいは民間が行うべき課題も取り上げ

ています。
区は、関係緒機関との連絡と協力を深めると共に、区

民の皆さんへお知らせし、幅広い区民参加のもとにプラ
ンの推進をしていきます。
計l 期間は、平成3 年度から平成7 年度までです。
今後、(仮称) 足立区女性行動計画推進本部を設置し、

全組織を挙げてこのプランを推進していきます。
事務局は、女性総合センターガ担当します。
まずは、プランの概要をお知らせいたします。

男
女
共
生
社
会

実
現
の
た
め
に

1
9
7
5

年
の
「
国
際
婦
人

年
」
登

器
7

じ

刄

女

性
問

題
の
解
決
に
よ

貰

鵡

待
と
関

心
ほ

旻

七

に
高
ま
っ
7
海
里

七
国
罪
囘
に
も
国
内
的
に
も
、

法
・
制
度
の
羅

釁
や
、
人
々
の

意
陬

吸
革
が
蔘
み

眞

で
い
ま

す
。社

会
の
t
(膏
な
鳫
れ
が
、
男

女
巷

壺
斗
会
の

実
狠

答

韲
と

し
て
い
ネ
罵

女
性
Q

旡

蔘

加
や
枋
皿
の

向
上
が
蓼

か
、
監

男

様
々
な

分
鮗
で
、
男
性
戸
冥

に
多
く
の

女
性
が
罵
霆
し
て
い
求
罵

男
女
の
役
!

蒿

ひ

、
固

定

し
て
忝
逗

賀
は

、
薄
れ
て
き

て
い
る
と
り
l
c

よ
う
。

今
や
瓦

簡

靱
牋

女
咋
氾

け
の
咄

題
m
ほ

あ
り
ま
せ
ん
心

女
性
と
稠
性
の
生
き
男
や
働

き
か
た
に
関
わ
る
社
蓊

奎
俥
の

問
鄂
ζ
な
っ
て
い
ま
す
。

足
立
区
で
も
、
昭
和
麗

乏
　

「
婦
ム
習

靉

戻

の
な
め
{
足

立
区
蟒
駻

齟

こ

屬

擢

し
、

女
性
聡
合
セ
ン
タ
1
Q

罌

陛

べ

多
く
の

施
策
童

喬
r

て

き
ま
レ
次
。

に只

し

、
今
だ
に
。
女
性
が

女

性
ぶ
9

呎

む

冫

胼

の
理
{
{

で

一
定
の

枠
に
隘
の
ら

れ
、

能
力
や
才
靤
を
十
分
に
亮
揮
す

る
槻
鈿
に
原
叭
れ
ず
、
自
分
自

身
の
生

意
冫
气

自
ら
の
力
で

切
n
死
い
て
ぃ

く
こ
冫
蔘
叨

げ

ら
れ
る
懦
弱

餒

多
く
残
っ
て

ぃ
廖
歹
。

ま
た
、
出
集
児
数
の
減
少
・

高
齢
拡
賦
4

竹
・
急
奧

雀

業
籵
簽
の
発
贋
な
ど
、
社
会
構

造
の
蔘

牋

女
性
砿
套

ろ

ん
男
性
に
と
っ
冫

茗

く
の
新

た
な
課
夢
軍

ん
で
ぃ
求
司

こ

り
に
ぬ

男
女
共
生
社
会
の

実
譽

冨

齊

忿

栖
針
づ
く
り

が
ぶ
霽

に
な
っ
て

重

に
た

。

そ
こ
刄

昭
和
6
3
年
に
學
良

経
験
苓
こ
婦
人
団
体
代
表
者
や

一
般
公
等
耆
か
ら

な
游

笠

区

女
性
会
夢

茗

磬
匸

、
第
1

次

心
旅
愕

勦
計
画
の
策
定
に
あ
た

っ
て
の

基
本
剪

諞

元

方
に
つ

い
で
嫣
閼

し
豕
レ

た
と
w

ろ
爲

の
畏
掌
を
舁

泡

重

じ

尺
　

こ
の
答
田
ふ
冢

と

に
、
足

立

区
ヌ
霑
以

罸

圃

策
足
会
議
の

中
で
搶
討

登
棍
け
、「
ウ
ィ
メ
ン

ズ
マ
ス

タ
ー
ブ
ラ
ン

あ
だ
ち
H

」
奮

罘
定
し

掫
レ
た

。

東京都の地方議会における女性議員 (平成2 年4 月1 日)

( 東 京 婦人 少 年 室)

※ 都 議 会 議員 に つ い て は 平 成 元 年12 月1 日 現 在 自 冶省 鯛べ
地方 議 会議 員 の 全 体 の10. 2% を 女 性 が 占 めて い ます

が 、町 村議 会 議員 で は5. 7% を 占 め る に と ど まり ま す。

足立区における法律により設置されている委員会等における女性委員

(平成3 年4 月1 日)

※地方自治法第180条の5 の現定による行政委員会

足立区における法律・条例等により設置されている審議会等における女性委員
(平成3 年4 月1 日)

※ 地 方自 治 法 第138 条 の4 、 第202 条 の3 に 基づ く 審 議会 等

女性の区政・都政への参加について

( 平成元年「足立区女性の意識実態調査」)

積極的に参加すべき・できるだけ参加した方が良いを合わせた参加賛成が8 割近くに達しています。一方で、
参加反対はわずか3% です。

計
画
の
基
本
姿
勢

こ
の
プ
ラ
ン
は

。
つ
蓆
気
ず

つ
9

舁

な
位
か
ら

な
っ
て
い

嵳
J

。
参
加
か
ら
参
画
へ

女
性
か

、
家
庭
・
職
場
・

学
校
・
地
域
征
徊

芦

泯
石

ゆ
る
耨
へ

、
た
だ
単
に
参
加

す
る
と
い
う
こ

と
で
は
な

く
、
毋

七

行
わ
れ
る
原
価

決
定
や
方
針
決
定
に

、
責
任

夲
も
っ
て
積
輙
叨
に
参
画
す

る
こ

芸

笛

要
で

す
。

そ
の
た
め
に
は

、
女
佳
自

身
が
、
参
回
す
る

な
め
に
必

蓼

茹

戮
と
罷
力
岑
孚

び
、

身
に
つ
け
て
い
く
y
y

笳
必

燹
で
す

。

区
は

、
そ
の
た
め
に
必
要

な
学
習
の
器

麥

し
て
い
き

ボ
冤新

し
い
家
庭
文
化

の
創
造
を

人
々
か

、
契

牟

居
の
す

べ
て
の
場
面
で

、
自
然
な
形

で
男
女
平
篤
を
実
現
し

、
保

ち
椅
け
て
い
く
た
め
に
は

、

そ

れ
ぞ
れ
の
家

庭
の

中
で

も

、
女
畦
問
題
の
正
し
い
理

解
が
必

翆

奎

。

噐

の
中
ア
挙

行

旻

化
や
習
慣
は

、
家
族
一
人
ひ

と
ひ
の

縻

窗
努

力
煢

互

い
に
豆

咒

莇

仗

冒

左

で
支
え
穴

て
い
圭
J

。

そ
の

家
庭
の
中
刄

従
来

宮

刄
で

男
は
仕
事

、
女

は
冢
庭
」
と
い
う
固
奪

回
な

考

え
か
残
し

蛋

重

、
女
性

の
竺

瑟
郡
家

勵

砂
な

左

は

、
女
性
に
過
男

篦

鈿

を

強
い
る
こ

と
に
も
な
り

か
ね

ま
せ
ん

。

ま
た

、
都
市
化
の
准
愕

や

人
々
の

価
磑
観
の
変
化
な
こ

に
古

、
家
庭
の
形
も

多
様

化
し
て
い
ま

す
。

一
人
ひ

と
叮
か

、
自
由
な

眉
眉
ど
簣

任
に
よ
っ
て
築
く

そ
れ
ぞ
れ
の

家
庭
に
対
し

て

互
い
に
自
ら
の
価
値
観

笳
狎
し
つ
け
た
り

、
偏
見
を

待
っ
た
公

子

に

。
認
め
岔
Q

友

が
必
要
で

罵

そ
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
家

庭
が
、独
白
の
新
し
い
又
化

受
m

遣
し

、
地
域
扛
蕀
と
の

交
流
か
渫
め
て
い
く
こ
仁
ひ

昜

荼

。

レ
r
に
y
、冢
虱
7
少
人
数

と
罫
茗
に
従
っ
て
文
化
の

共
有
や
伝
承
、念
い
は
冢

事
・
育
児
・
介
-
環
な
片
彖
屁

の
機
假

衙

ま
り
っ
氣

り

圭

す
。

ぼ
は

、
様
々
な
紅

会
条
件

奩

思

子
る
こ
と
で

、
そ
れ

ぞ
れ
の
冢
笂
が

、
自
ら
機
能

岑
桶
い

、
高
船
拡

參
伍

笳

に
恚

そ

い
け
枩
冫

冫
又
援

し
ま
す

。

生
涯
学
習
を

通
し
て
問
題
解
決

女
笳
問
題
の
解
決
と
勇

女

共
牛
汗
石
の

実
現
の
た
め
に

は

、
孳

貧
的
な
支
垠
と
男

畦

の
鑿
砂

蚕
多

芯

こ
と
が
必

要
で
万
か

、
女
奘

冐

の

恵

識
啓
発
八
麁
力
開
発
が

、
阿

よ
り

忌
辰
弓

子

。

そ
の
た
め
に

、
区
は
ま
汪

教
育
か
推

進
し

、
女
件
が

皀

分
の
刀
で

、問
翠
晋

蕾

じ

、

磧
極
的
に
社
函
に
参
回
で
き

る

ぷ
ひ
支
羈

旅
チ

。

従
来

、
や
や

旦
犇

ほ

陥

り
や
す

か
っ
た
女
性
の
要
求

譖
碍

卜
屬

め
秀
子

プ
ラ
ン

で
は

な
く
、
「
男
女
共
生
社

戸

の
天
現

膏
泓
孚

た

め

の
プ
ラ
ン
と
し
て

、
推
進
し

て
い
さ
ま
す

。

心豊かな地域を創造
するために女性の社

会参画を促進する

プ
ラ
ン
の
主
要
課
題

こ
の
ブ
ラ
ン
で

は

、
体
系
図
に
見
る
ぶ
つ
に

、5
つ
の

課
題
(
大
分
類
ご
氤
と
に
、
施
参
蹈
酉
的
に
展
開
し

て
い
屡
屡
7

。

女

性
か
男
性
と
共
に
竍
竡
の

あ
忌

唇
分
野
に
参
朏
す
る
こ

片
ほ

、
女
性
白
身
実

生
9

兀

実
9

髫

沢

す

、
男
女
共
生
註

会
を
麝
き

、
住
み
良
い
見

写

形
づ
く
る
た
め
に
欠
か
そ
な
い

云

荼

。

こ
こ
で
ほ

、家
庭
・
地
域
籵
疂

・
職
珊

な
ど
へ
の
男
女
の
共
同

参
加
や
政
策
・
方
針
峡
定
の
場

へ
の

ヌ
畦
の

蔘
画
啻

沃

る

た

め
2
3の
蜀
乖
を
実
蒟
し
豕
す
。

特
に

、
今
あ
る
紅
台
に
単
に

参
加
す
る
と
い

う
の
で

は
な

ぺ

古

一
歩
踏
み
込
ん
で

、

籵
盛
そ
の
も
の
の
屆
泯
に
片
ゐ

ぷ
つ
に
関
わ
っ
て
い
く
か
と
い

う

、
参
加
か
ら

参
画
へ
の
転
換

が
必
要
で
刃

区
は

、
女

性
か
自
ら
学
び

、

行
動
寸

男

を
蓄
え
る
よ
う
意

識
啓
発
に
向
け
て
篆
領

を
実
施

し

手

。

施
策
の
概
要

□
政
策
・
方
針
決
定
の
場
へ
の

女
性
の
参
画
の
拡
大

▽
政
治
的
分

野
へ
9

崕

の

餡
▽
審
議
会
等
へ
9

哇
9

立

用
▽
晋
謬

唇

者
靨
へ
9

硅

9

吊

□
社
会
的
気
運
の
醸
成

▽
民
間
組
感
と
の

避
痍
強
化

▽
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
機
能

の

充
実

▽
夊
件
簡
薤
学
習
資
料
の
r
　

吹
▽
性
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

(マ
ス
メ
デ
ィ
ア
付

紐

的
に
愿
4

報
は

、
人
々

の
厦

茫

強
い
影

響
力
を

持
っ
て
い
圭

夕
。

こ
の
中
に
は

、
人
樛
を

傷
つ
け

、
女
性
唇

鞏

莇

芬
U

、
女
性

畠
遐

諏
を

胝
人
つ
け
亳

穴

な

も
の

か

背

水
圓

こ
戸

耙
涵
韶

炙

男

女
共
に

、
率
直
に

批
判
し

対
処
で
夸

る
力
陬
を
高
め

今

客
蓊

あ

公

案

区
は

、
自
主
学
習
グ
ル

ー
プ
ヘ
嵒

蘂

苳
行
い
ま

す
)

□
平
等
参
画
促
進
の
た
め
の
条

件
整
備

▽
公
的
施
設
の
活
用

▽
澎
巧
に
璽

卩

だ

講
座
の

開
催
畆

庄

黔
加
の
奨
励

▽
住
民
剛
体
・
グ
ル

ー
プ
に

対
す
梟

回
言
僞

支

援
　

▽
女
性
人
材
銀
行
の

充
実
　

▽
誰
で
私
か

参
團
で
霤
(
だ

瀉

萍

噐

□
学
習
・
訓
練
の
機
会
の
拡
大

▽
廿
簽
的
課
題
に
対
応
し
た

講
座
の
開
催

▽
亀
咥
学
習
セ
ン
タ

ー
・
放

送
t
(学
学
習
セ
ン
タ
ー
の

設
冊
・
祿

▽
職
業
準
備
講
座
の
天
施

▽
P
T

ふ
泯
齠
の
活
件
岷

□
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
調
座

の
開
催

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進

広
報
の
旡
実

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
究
集
会

へ
の
派
遣

▽
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
推
進

に
向
け
て
の

条
件
整
備

□
国
際
理
解
・
国
際
交
流
の
推

進▽
国
際
理
解
・
交
流
事
業
の

実
施

▽
在
区
外
岡
人
へ
の
援
助
の

允
実

▽
海
外
哂
報
の

収
集
と
耡
酘

女性の 審議会・委員会への
就任について

( 平 成 元 年「 足 立 区 女 性 の 意 識 実 態 調 査 」)

「 審 議 会 ・ 委 員 会 の 委 員へ の 就 任 を
依 頼 さ れ た ら? 」 と の 質 問 に 対 す る回
答 で す。 就 任 に 前 向 き の 人が5 割 近 く
に 達 し 、 女 作 の 社 会 参 加 に 対 す る 意欲
が 現 わ れ て い ま す。

ウィメ ンズマスタープランあ だちⅡ課題別 体系図
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( 5)

生
涯
に
わ
た
っ
て
男
女
平
等
観
に

た
っ
た
人
間
の
形
成
を
め
ざ
す

教
習
は

。
一
人
ひ
g

リ
呎

自
皿

に
心
I

か
に
作
窿
于

多
刀

蚩
も
っ
な
入
間
に
。
育
ア
る

宮

忝
l

。

現
代
矚

一
人
ひ
″
阿

が
目

ら
の

課
翠
管
も
っ
て
、
怎
四
に

わ
た
ひ
罍
洳
じ

て
い
く
冫

公

″

蕎

子

。

ま
た
。
男
女
共
彰
豆

方

冥

須

だ

め
に
は
男
女
平
等
教
育

が
欠
か
苫

眷
刄

。

特
に
、
男
女
平
等
教
育
の
中

探
に
「
性
ご

″
爨
環

幼
旧
衂

か
i

男
寉
'
七

に
、
耳
卵
哭

糎
蔘
耳

霖
し
、
生
曹

罕

勦

に

変

と

り
箍

俶

か

ヴ
『
性
と

き

奮
7

芯

哩
教
育
が
需
要

で
9

と
!

蛮
チ

。

孑
の

な
め
に
、
幼
稚
園
・
保

會
岫
w
び
ら
學
收
教
育
・
襲

載

弯
り

な
か
で
の
男
女
平
等

歡
育

の

推
進
と
、
意
識
磚
発

や
情
報

鍵

の
器

豕

邨

万

態

の

盾

蓄

男

ま

す
。

施

策

の

概

要

□
幼
稚
園
・

保
育
園
に
お
け
る

男
女
平
等
教
育
の
推
進

▽
枹
導

乖
l

・
の
咒
実

▽
椢
導

漬
甬
資
料
の
暝
暝

□
学
校
教
育
に
お
け
る
男
女
平

等
教
育
の
推
進

▽
家
既
科
教
育
の

充
実

▽
攣
彖

会
ふ

荳

憇

勣
の

充
実

▽
女

輜
鬩
題
の

袒
点
か
ら
の

教
科
書
・
指
導
S

の
繪
計

▽
進
路
指
導
・
恚

粫

導
の

充
実

▽
都
立
高
校
り
A
Z

貨

の

男
女
同
取
化

▽
男
女
平
等
教
育
の

推
進
に

向
け
で

(
教
鶚
一
の
'
{糒
の
研
修

や

、
管
霈
蹶

研
修
に
女
性

開
題
に
関
す
名
澡
題

を
充

実
霤
貰

ぼ

か
、
学
校

を

あ
げ
て
男
女
平
等
教
育
の

推
進
に
あ
た
れ
る
ぶ
2

珥

境
堅
備
を
図
り
ぶ
ヂ

。
)

□
家
庭
に
お
け
る
男
女
平
等
教

育
の
推
進

▽
家
庭
歡
冐
罍
嶽

・
父
親

学

繋

茗

冥

▽
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別
賢

科

の
俘
蓐
碍

恤

匣
の
両
厖

(
覃
既
に
お
け
る
男
女
平

等
意

識
を
育

む
た
め

、

人
々
Q

プ
イ
フ
ス
テ

ー
ジ

に
対

応
し
た

資
料
の

作

成
・
配
布
や
そ
れ
ぞ
れ
に

対
C
に
そ

男
夊
p
共
に
学

ぷ
講
豕

霙

學

灸
)
　

▽
豐

爵

象
講
座
の

笑
魘

□
社
会
教
育
に
お
け
る
男
女
平

等
教
育
の
推
進

▽
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
・
住

区
セ
ン
タ
ー
に
芻
7
(
勇

{
犂

寡
教
育
の
推
進

▽
女
性
磐
[
モ

ン
タ
ー
機
能

の
砿
充

▽
女
性
の

労
働
に
つ
い
て
の

茜

樊

回

発

▽
紅
竿
(
の
た
め
の
大
学
・
　
　

誕

哭

罍
の

聞
取

(
都
堊
(
学
等
に
対
し
て

籵
蓊
人
入
Z
I

や
夜
間

課
程

。
聴
講
隻
制
罵

公

閧
爾

″
零
の
充
與
岑
勵
き

か
R
そ
い
吉
琢
す

。)

□
地
域
に
お
け
る
連
帯
感
の
形

成▽
i

苹

睾

ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
虞

▽
独
城
ぐ
る
み
の
環
儂

黽

の
推
進

▽
地
箏
こ
学
校
の
漂
携

▽
ぼ

陥

秡

へ
の
支
援

□

あ
ら
ゆ

る
機
会

を
通

し
て
の

性
教
育
の
推
進

▽
学
校
歌
育
に
お
い
て

▽
幼
稚
園
・
保
膏
園
に
お
い

て
▽
覃
履
に
お
い
て

▽
祉
舘

誓
に

お
い
て

▽
相
談
窓
口
の
充
実

□
男
女
平
等
教
育
の
推
進
体
制

の
整
備

▽
保
母
・
教
冐
資
格
取
得
上

の

教
育
の
旡
実

▽
男
女
平
等
教
謇
繙
返

の
た

め
の
組
戦
の

羹

▽
牛
寤
蓙
窗

セ
ン
タ
ー
の

設

置

▽
萼

哭

攣
坐
白

セ
ン

タ
ー

の
鐡
薮
・
汾
置

□
女
性
問

題
に
つ
い
て
の
啓
発

活
動
の
充
実

▽
区
広
報
に
冫
9

菅

震

動

の
充
実

▽
地
域
リ
ー
ダ
ー
対
象
研
修

の
笑
厖

▽
P
T
A

黔
俘
の
　

充
実

▽
区
勠

芦
に
対
す

妾

莇

題
に
　

つ
い
て

の
研
修

の
充
実

□
女
性
問

題
に
附
す

る
情
報
資
料
の
作

成
・
収
集
・
提
供

▽
女
性
燮

卮

ン
　

タ
ー
情
報
資
料

室
の
整
備
・
充

実
▽
女
件
総

合
セ
ン
　

タ
ー
偶
報
資
料

室
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化

▽
女
件
総

合
セ
ン

タ
ー
の
情
報
発

信
基
増
化

健康診断・がん検診の受診状況

( 平成元年「足立区女性の意識実態調査」)

受診中は50%です。受診していない人の理
由としては、時間がとりにくいが最も多くな
っていますが、医者にかかっているので必要
がないという人も14%近くいます。

母性保護の整備状況 ( 常勤の勤め人対象)

(平成元年「足立区女性の意識実態調査」)

制度がある・制度はあるがあまり利用されていないを合わせた整
備率の一番高いのは、産前・産後の休暇( いわゆる産休) です。し
かし、整備率か「ない」を上回わる制度はこれのみです。

男
女
が
共
に
い
き
い
き
と
働
け
る

就
労
状
況
を
創
る
た
め
に

働
く
'
y
q

経
済
的
な
目
t

に

社

会
に
參
圃
U

、
衵
野

を
広
げ
、

能
力
を
嚼
環

社
鈿
に
貢
献
y
i

七

で
あ
り
、
精
神
的
な
目

ウ
蒼

勁
た
ら
矛
こ

蓐

歔

あ
り

孚

。
裘
气
働
く
'
y
ほ
人
間
の

築
t
{
的
な
権
利
で
あ
っ
刄
女

件
が
、
ま
篆
き
豕
な
髻
男
衆

0
畧
に
肩
で
遺
沢
で
霤
{
J
つ

に
て
る
こ
芦
ほ

、
大
岩
蕭
置
忿

冫
辰

子

。

そ
の

な
め
に
女
性
目
身
の

意

歡
啓
聚
や
能
力
向
上
に
Q

り

し
p
g

リ
く
み
が
、
ザ
(
v
″
叭
必

要
で

罵

そ
し
て

、女
性
の
勵
く
場
で

は
、
母
性
の
保
蹲
が
特
に
あ
霽

で
す
。

高
齢
社
会
に
向
か

又

目

、

日
本
余

冥

笈

謚

朶

尻

叭
到
来

莨

と

畏
K

て
い

零

す
。
女
性
の
就
労
奎

栄

名

勦
忝
も
強
く
な
っ
て

霤
豕
す
。

匚
笳
し
、
女
性
鷽

現
在
の

男
性
と
同
n
l
う

な
勣
塁
(

に

追
い
込
ん
で
は
な
り
ま
せ
ん
・

「
働
き
バ
チ
」
、『
企
稟
軟
吉

と
い
む
れ
、
と
き
に
は
「
過
労

黔

に
至
る
ま
で
勵
盜
愕

リ
な

け

れ
ぱ
な
忝

な
い
ぷ
刄

鴉

在

の
労
働
状
邨
て
り
り
{
屬
汳

め

ゑ

黎

が
あ
り
手

。

女
茫

勇

茫

共

に
靨

吊

す
い
、
ゆ
と
叮
勿
(
も

の
へ
と

奪
灸

唇

力
か
大
切
で

す
。

施
策
の
概
要

□
就
業
機
会
に
お
け
る
男
女
平

等
の
促
進
等
教
育
の
推
進

▽
職
某
に
関
す
る

男
女
平
等

意
歡
の
促
進

▽
女
性
の
再
就
職
の
促
蘖
支

援
▽
職
業
鵯
刀
・
意
陬
向
卜
の

た
め
の
暇

菓
講
座
・
相
談

の
実
施

▽
「
男
女
爾
用
攣

餘

等

芦

の
旡
実

▽
鳳
業
能
力
・
意
陬
向
上
の

た
め
の

進
路
指
導
の
充
実

□
職
墸
に
お
け
る
男
女
平
等
の

促
進

▽
女
件
労

働
に
関
す
久
稾

賑

調
査
の
冥
施

▽
男
女
平
等
　

に
根
竇
レ
　

た
鶚

環
　

暁
つ
く
り
　

の
促
進

▽
男
女
芦
別
　

蓋

屏

瑾
　

磯
関
の
芫
　

與

□
労
働
条
件
の

向
上

▽
労
働
時
間

の
短
縮
　

▽
パ

ー
ト
労

勳
者
へ
の

支
援

▽
白
蜒
・
内

職
労
勵
者

へ
9

箍

▽
派
遣
労
働

者
へ
の

支

援
▽
女
箟

柾

加
耡

者
へ

の
支
援

□
母
性
保
護
の
徹
底

▽
母
性
保
護
咒
実
の

た
め
の

啓
発

指
導
彊
化

▽
応

芯

労
働
に
関
す
る

実

麕

冢

翼

箋

▽
働
ぐ
女
性
の
母
件
保
護
の

た
め
の

葱
聚
啓
発
と

蒭
双

活
動

□
育
児
・
介
護
施
策
の
充
実

▽
茸
罪
坏
業
・
介
護
警
護
休

業
制
慶
に
つ
い
て
の
意
澱

啓
発
と

伍
制
度
の
箒
爾

▽
介
護
看
護
施
策
の
充
実

▽
蕷

甼

保
育
辜
彙
の
充
実

□
格
差
是
正
の
た
め
の
積
極
的

な
優
遇
措
置
の
実
施

▽
甦

覈

大
の

な
め
の
ブ
ロ

グ
ラ
ム
の

暝
暝

▽
覽
腮

瞽

者
層
の
登
用
に

芻

け
る
優
遇

措
置
の
確
立

老後の不安

( 平 成元年「足立区女性の意識実態調査」)

老後の生活に不安を持っている女性は50%
以上います。その中で、経済と健康

が大きな問題となっています。

役割分担意識について

役割固定派= 男は仕事、女は家庭
女性負担派= 男女とも仕事をするが、家事、

育児は女性の役創
平 等 派= 男女とも仕事をし、家事・育児

も分担する
役割逆転派= 女は仕事、男は家庭

(平成元年「足立区女性の意識実態調査」)

男女の役割は5 割以上が「男女とも仕事をし、家事、育児も分担
した方がいい」と考えています。

要介護者と介護をする人

( 平成元年「足立区女性の意識実態調査」)

親( 自分か配偶者の) と同居している人のうち、15. 6%の人が介
護が必要な親と同居しています。そして、その介護にあたっている

人の40% 近 く が 嫁と な っ てい ま す。

新しい家庭文化の創造と高齢

社会を豊かに生きるために

家
晁
は
。
人
間
が
社
会
で
生

寡

に
、い
弓

冫
凡
で

爨
S

里

的

な
怎
回
の
患

蹣

手

。

簟
辰
一
人
ひ
C
M
}

屡
屡
と

人
螢

籥

孰
k

い

、
協
刀
と

そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
に
よ
つ
ア
雍
!

k

ユ

辿

来
案

い
蜃

宕

か
で
君

れ
た

茄

簗

分
業
覿
は
根
強
ぺ

女
懊

り
社

会
参
加
か
進
ん
で
き
矛
攅

在
、

家
族
が
鳶

戸

斥
憲
し
ア
瘧
屏

に
男
め
な
け
れ
曠

「
男

は
仕

事
、
女
は
冢
芦

か
ら
「
女
は

仕
亊
S

詮

も
」
に

変
化
し
、

女
哇
に
渦
蟶
な
傴
汨
s
掻
い

る

y左
に
な
Q
か
ね
畧
せ
へ

ま
た
。都
市
化
の
旛
汀

や
拡
{囂
孱
・
文
作
め
振

興
笞
に
冫
石
な
い
、
家

庭
の
形
か
多
様
化
レ
て
い

李

。
核
家
辰
・
少
人
取
化
に

伴
な
い
、
家
庭
の
又
化
的

価
m
靦
の
共
有
や
伝
承
の

禰
こ
し
て
の
磯
能
、家
事

と
出
産
・
育
児
・
介
看
護

な
ど
の
養
護
概
熊
が
そ
れ

ぞ
れ
の
冢
庭
り
な
か
で
弱

養
リつ
つ
あ
り
ま
す
。

加
駕
ん
、
家
屏ほ
、

そ
れ
ぞ
れ
が
徃
皿
し
た
も

の
で
あ
つ
刄

個
々
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
韲
霧
孑
る

こ
と
は
河
よ
り
も
大
切
な
y

と
刄
ふ

、
そ
の
羈
す

螽

膂
忝
と
無
縁
で
は

い
ら
れ
な
い
こ
ζ
i
叉

弑

躄

臺

亀
骨
ま

す
。こ

れ
か
ら
の
家
屁
は
、

そ
の
名
椪
な
形
を
社
会
的
に
認

め
合
い

、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で

詰

易

釈

し
い

家
框
7

化
を
創

造
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま

す

。そ
し
刄

聊
詆
り
つ
つ

夸
Q

家
庭
機
能
蒭
裲
い

、
そ
れ
ぞ
れ

の
家
族
の
貴

方
や
W

在
に
お

い
て

家
庭
生
活

が
営
め
る
よ

う
3

の
旆
嫋
を
膚
施
U

ま
す

ま

た

、
目
圜
に
迫
つ
た
高
齢

社
疂
の

中
刄

高
齢
者
や
障
害

者
(
児
)

の
介
護
や
壽
乖
冴
多

ぐ
担
つ
て
い
忝
麗

豕
K

捐

謇

暖
誡
し

、
女
蜚

屏

の
鳶

債
の

爰

奮

害

咢

差

の
の
施

策
が
必
餮
で
す

。

「高
鹹
著
閭
顯
ほ
女
性
閤
趙
」

と
石
寡
わ
れ
て
い
ま
莖
。

女
性
の
平均
寿
命
の
長
さ
や

廈
扈
内
で
の
固
定
化
じ
た
玲
覡

昨
分
髯
夕
汾
哭
き
廿で
い

忝
冫
髮
事
I
ヂ
。

女
性
も
肅
徃
も
恚
齢
扛
会
を

豊
か
に
蛋
き
る
た
め
の
施
偏
を

輿
芦
¥
チ

。

施
策
の
概
要

□

新
し
い
家
庭
文
化
の
創
造
の

た
め
の
施
策

▽
S
U

い
家
頏
又
化
剔
S
の

た
め
の
墨

霙

▽
結
婚
S

ま

薦
鯰

陬
f
名

た
め
の
君
粂
の
齏

▽
覃
苳

歹

り

ま
ぐ
地
瞿
扛

会
1

の
冥
施

▽
家
羣
菅
呉

差

ぐ
扛
政
環

境
の
整
偏

▽
消
費
者
意
諏
の
禺
鳧

▽
良
質
な
住
薫

畄

葆

□
育
児
保
育
施
策
の
充
実

▽
保
育
内
野
の
豕
冥

屋

靂

穫

り
死
実

▽
窗
児

坏
業
制
度
の
釁
及
の

強
化

□
女
性
の
生
活
安
定
と
自
立
へ

の
援
助

▽
袵
子
家
庖
零
の
生
活
安
定

ぶ

男

茗

蕕

筋

▽
女
性
稻
談
亊
尊
涓
儔
屬

▽
母
子
相
脈
の
冥
施

▽
家
庭
相
談
の
冥
施

▽
中
高
年
独
身
女
惴
¥

痞

安
定
の
た

め
の
事
翕
実
施

□
高
齢
社
会
で
の
福
祉
の
充
実

▽
寝
た
滯
乃
高

齢
岩
粤
に
対

す
る
介
黯
譽
躑
事
業
の
援

助
▽
寝
だ
齊
n
蒿

齡
零
等
の

施

黔
霪

祉
事
業
の
旡
與

▽
高
齠
老
の
生
き
が
い
畑

策

在

爵

蹇

▽

盆

譁

害
者
(

思

の
冢

庭
介
腟
麕
鰻
癬
翕
の
助
成

▽
心
身
障
害
者
(

思

の
施

設
保
霞
弔
業
の
胃
萢

▽
心
身
陣
帚
者
(
児
)
の
農

霜

筋

▽
惠

フ
ン
テ
ィ
ア
精
神
の
唇

費

一

勳
の
育
威

▽
妛

薇

境
の
慳
偏

職業別の健康診断
がん検診の受診状況

( 平 成元年度「足立区女性の実態調査」)

常勤の勤め人では7割の人が
受診していますが、自営業・主
婦は4 割前後の人しか受診して
いません。無職・学生の受診率
が最も低くなっています。

高等学校( 本科の全日制及 び定時制)
生徒の学科別権成

(「 統 計 に み る 女 性 の 現 状 」 平 成 元 年 度 版)

女 性 は 商 業 ・ 家 庭 科 で20% 以 上 を 占め る 一 方 で 、 男 性 は工
業 ・ 農 業 か20% 以 上 を 占 め て い ま す。

大学( 学部) 学生の専攻分野別構成

( 統計 にみ る女 性の 現状平 成 元年版)

女性は 人文 科学系 が36. 3% を占め て いま すが、 男性 は社 会科 学が46. 6% を
占め てい ます。 特に 、工 学で は、 男性 は25. 9% を占め てい る一 方で、 女性 は
文科 系、 男性は 理科 系 とい う傾向 かあ りま す。

職業構成について

( 平 成 元 年 「 足 立 区 女 性 の 意 識 実 態 調 査 」)

足立区の女性の50%以上が、何
らかの形で勤めていることになり
ます。

健康づくりの推進と

母性の保護のために

健
康
は

。
明
る
く
簔
か

な
生

活
至

晋

る

つ
戈
で

、
冊
石
童

鼕
泯

羮

丸

ま
べ

健
康
は
積
極
的
に
維

持
し
増
孥

戈る
こ
と
が
必
要

で

西

リ
、
疾
病
予
防
の

な
め
{
瓱

畍
か
ら

、
曜

康
体
力
づ
く
り
の

た
め
q
i

ミ

畳

蓄

聡

れ
の
中
で
旡
実
畜

左

が
ぷ
票

手

。

そ
れ
と
と
も
に
女
性
自
身
が

自
ら
画
百
錻
生
活
か
覓
直
し
、

健
牘
的
な
ま

蒭
戛

蚕

罸
に
つ

け
る
こ
幺

ぶ

要

で
す
。

ま

な
特
に

、
母
性
機
聾

安

性
固
有
の
機
能
で
あ
る
と
同
時

に

、
健
余

渟
裕
筏

壹

箏
が
可

了

刄
応

の
襲

葫
誓

禳
要

な
機
能
で
參

夕

着

蚤

手

。

こ
の
こ
呉

防

件
保
護
が

。

ひ
と
り
女
性
ぬ
倆
噸

で
ほ

な
く

襲

屁

に
も
″
翕
配

佩
レ
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
こ

と
を
愚

味
し
て
い
圭

す
。

そ
し
刄

そ
の
こ

孤

筱

別

役
割
分
県
に
區

硴

ぴ
つ
け

た

り

、
註
罵
m
の
理

由
つ
け
に
さ

れ
る
y
y
の

な
い
ぷ

つ
、
男
女

共
に
正
し
い
匐

霎

痔
ち

。
理

笋
レ
て
い
か
な
ほ

れ
ば
な
り
ま

裝
へ壥

騅
の
櫻

夛

母

性
保
護
の

だ
嶝
1
5

の
爾
儼

を
哭
旅
じ

ま

す

。
施
策
の
概
要

□
健
康
体
力
づ
く
り
事
業
の
充

実▽
健
康
体
力
づ
く
n
意
陬
の

啓
発

▽
ス

ポ
ー
ツ
奮

們

そ

の
体

召

く
り
亊
業
体
制
の
厦

立
▽
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
の
餐

成
▽
成
人
病
・
女
性
Q

刀
ン
等

Q
早
期
脅

尹

予

防
対
策

の
強
化

▽
息

等
の
塞

咥
の
麌
　

必

薬
琢
の
啓
発

▽
僵

騅
体
力
増
進
9

紡

の

旆
冱
の

充
実

□
地
域
保
健
医

療
盾
動
の
強
化

▽
地
域
保
鴟

靨

膳

勣
の
旡

実

▽
医
療
機
関
・
制
度
の

愍
胃

□
母
性
保
護
の
徹
庭

▽
母
筵

籘

の
た
め
の

意
陬
啓
発
と
罍
毒
の

強
化

▽
働
く
女
畦
の
実
態
調

査
▽
働
く
女

性
の
母
性
保

護

□
母
子
保
健
医

療
対
策
の

実
施

▽
母

盂

庸
薮

育
の

推

逓
▽
妊
産

婦
の

健
康

管

理
・
指
導
の
芫
実
　

▽
母

于
保
健
高
裁
の

死

実
▽
医
療
助
成
の

宍
厖

女性が働くことへの障害

(平成元年「足立区女性の意識実態調査」)
家 庭 内 の問 題 が 一 番 大き い と 考 え る 人 か
過 半数 を 超 え て い ま す か 、 保育 施 設 や 介 護
施 設 な ど の 社 会 的 施 設 も必 要 と す る 人 が15%
近 くい ま す 。 一 方 、 女性 自 身 に 自 寛 か 足
り ない と 考 え る 人 は8. 5% い ま す 。

仕事につくことの考え方

結婚退社= 結婚したら退社する。
出産退社= 出産したら退社する。
再 就 職= 出産したら退職するが、子どもの手

が、かからなくなったら再就職する。
継続勤務= ずっと働き続ける。

( 平成元年「足立区女性の意識実態調査」)

出産したら退社するか、子どもの手がかからなくなっ
たら再就職すると考える人が45% 以上を占めています。5
年前の同調査に比べ、結婚退社は減少し、継続勤務が
増加しています。

ウ
ィ
メ
ン
ズ
マ
ス
タ
ー
ブ
ラ
ン
あ
だ
ち
Ⅱ
の
金
搖
を
ご

覧
に
膏
だ
い
方
呵

女
件
衂
台
セ
ン
タ
ー
・
情
報
資
料

室
に
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
各
蚋
墟
s
置
館
に
私・
佩
し
て
い
家
す
。

煢

ご
フ
ン
に
関
す
戞
壼

・
ヽ
褫
問
は

寐
蕉
雰
セ

女
性
行
勳
計
糶

進
主
査
惠
心
、

布
£
茗
ぐ
″告
い
。

(
3
8
8
2
)
5
2
2
2

F
A
x
(
3
8
8
2
)
0
1
3
3

女

性

相

談

の

ご

案

内

女
底
問
題
専
門
の

カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
が
、
相
談
さ
れ

ろ
勇
の

佩
痔
ち
に
命
5
せ

刄

一
緒
に
考

え
方
や
気

持
ち
の
'
誓

霎

し
て
い
き

ま
す
。

対
症
顰
法
的
な
「
あ

な

た
は
こ
孑

べ
癶
ぎ

と

り

つ
ア
ド
バ
イ
ス
で
は

な

ぺ

あ
な
た
自
身
が
「
私

は
こ
う
懣
汽
、
こ
つ
し
た

い
」
と
い
う
荅
瓦
を
見
い

出
す
に
め
の
布

盂

叭

を

し
て
い
ネ
7

。

さ
さ
い
な
'
y

だ
か
ら

と

∵
今
祕

乖
y

に
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
個
人
の
秘
密
や
ブ
フ
ィ

バ
シ
ー
鱈

菠

訖

守
う
れ

求

罵
相
駁
時
間

▽
气

水
曜

日

。
午
彎

喬
I
a

時

▽
火

、
木

、
金
曜
日

、

午
前
1
0
時
I
午
後
4

時

※
い
ず
れ
も工
嗣
芬
以

内轡
町
女
性
聡
合
セ
ン
タ
　

ー
-
2
戰
稲
談
至

費
用

無
料

申
冢
万
法

電
帯
砺

申
込
・
問
合
せ
先

女
性

變
石
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
2
　

2
3
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福

祉

ご
存
知
で
す
か

リ
ハ
ビ
リ

通
所
訓
練

東
部
障
害
裼
秕
総
合
セ
ン
タ

ー
と
西
部
障
害
獨
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、
各
檬
堰
所
訓
練
事

業
と
専
門
相
談
事
業
(
予
約
制
)

を
仔
っ
て
い
求
T

。
荅
儒
訓
練

の
一
つ
に
リ
(

ビ
壗

罍
一
訓
練

事
業
が
蒭
¥

ヂ

。

訓
練
内
容
ほ

、
脳
卒
中
や
事

故
な
ど
に
よ
る
中
途
障
害
者
の

方
を
対
象
に

。
退
院
浚
の
在
宅

生
活
に
自
信
が
持
て
る
よ
う

に

。
い
ろ
い
ろ
碪
騙

を
仔
っ

て
い
ネ
歹
。

バ
ス
や
電
車
の
利
用
に
不
安

の
萱

芳

。
調
理
や
掃
除
な
ど

家
事
が
つ
ま
く
い
か
な
い
方

。

鰹

覃

参

差

い
と
思
っ
て
い

る
方
。
そ
の
ほ
か
、一
蓖

衵

談

や
再
発
予
防
の
健
康
相
翁
な
ど

釦
の
2

ヂ

。

ご
つ
ぞ
お
気
軽
呱

袖

談
く

だ
さ
い

。

問
合
せ
先

東
部
障
害
福
祉
総

合
セ
ン
タ
1
{

‥一
(
5
6
8
　
2
)
5
3
7
0

、
西
部
障
害

福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー

　

へ
3
8
5
3
)
0
6
3
2

乳
幼
児

す
こ
や
か
相
談

育
児
に
つ
い
て
わ
一
…λ
な

い
y

右

や
、
悩
ん
で
い
る
こ
こ
は

あ
n
ま
せ
ん
か
。

次
の
保
育
園
で
は
、
経
験
豐

屏
な
ベ
テ
ラ
ン
の
保
母
が
育
児

相
談
に
応
じ
て
い
ま
ず

。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

。

相
談
の
秘
密
は

厳
守
し
ま

す
。

実
旆
葆
育
園
・
相
談
日

ワ
興

野
保
育
園
(

西
新
井
本
町
4
　
1
2
9
2
3
)

　
(
3
8
9
　
0
)
3
2
0
Q
:

毎
週
月

。

土
曜
日
マ
観
隣
館
保
育
園
　
　

(
梅
田
4
r
売
T
旦
　
　
　

一
一
3
8
8
9
)
3
8
6
0
・
:
　

毎
適
水
・
金
曜
日
▽
新
田
　

保
育
園
(
新
田
?
T
I
川
)
　

(
3
9
1
4
)
6
4
6
6
　

…
毎
週
火
・
木
曜
日

相
談
時
間

い
ず
れ

も
午
前
9
　

時
～
午
後
i
時

相
談
方
法

電
話
皋

癶

面
接

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
・

児
童
助
成
係

国
際
交
流

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
た
め
の

英
会
話
教
室

外
国
の
万
童
T

ム
ス
テ
イ

さ
せ
た
い
が
少
し
会
話
に
不
安

が
あ
忝
と
思
っ
て
い
る
万
、
日

常
よ
く
栗
卩
れ
ゑ

遨

の
I央
会

話
に
ふ
れ
て
み
墨

兀

か
。

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

受
講
日
7
月
5
日
～
8
月
2
　

日
(
全
8
回
)
の
篠
汾
(
・
　

金
曜
日
、
午
後
1
時
～
1
時

塲
所

産
業
振
興
館

定
員
1
6

人
(
2
ク
ラ
ス
合
計
)

※
2

ク
ラ
ス
に
編
成
し

、
ク
ラ

ス
単
位
で
各
L
時
間
受
講
。
ク

ラ
ス
編
成
は
事
前
に
行
い
ま

す
。

受
睛
料

千
沺
円

申
込
方
法
6

扱

皆

か

ら
、

電
瑩

卮

は
窓
口

申
込
・
問
合
せ
先

皸
砺

藾
　

善
協
会
(
区
役
所
仲
町
分
蚕
)
　

　
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
　

㈹

税
・
年
金

国
民
年
金
基
金
が

誕
生
し
ま
し
た

国
民
年
金
翌
汪

、
自
営
業

な
ど
の
方
の
た
め
に
老
齢
基
礎

年
金
に
よ
乗
せ
し
て
、
よ
叮
僉

か
な
年
金
鷺
忌
7

る
新
し
い

隻
勘
度
で
瓦

荼
佞
に
は
。
各
都
道
府
県
ご

と
に
設
立
す
る
地
域
型
石
、
同

一
業
種
こ
こ
に
設
立
す
る
全
国

版
の
職
薪
堋
あ
ひ
ま
す
。
た

だ
し
、
L
入
で
2
つ
の
基
亟
に

加
入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

へ
加
入
で
齊
署
は
、
国
民
年

金
第
一
号
被
保
険
者
(
2
0歳
か

鳬
四
歳
に
な
歪
そ
の
目
営
業

者
な
ど
)
で
罵

国
民
年
金
の

保
険
料
が
免
除
さ
れ
て
い
芯
汚

や
晨
業
者
年
金
豕
笛
に
加
入
し

て
い
る
方
哇
讐
車
罵

な
覗

加
入
に処
方
は
、
任

意
に
貽
爼
(

解
約
)
す
る

と

は
i

菫

せ
ん
。

毎
月
の
掛
令
ほ
、
選
択
す
る

給
付
の
型
、
口
駭
9
応
加
入

時
の
年
齢
に
よ
っ
て
決
ま
n
ま

す
。
掛
金
の
上
限
は
。
月
額
6

万
&
千
円
で
y
が
、
加
入
時
に

4
6
歳
以
上
の
方
に
は
、
特
例
が

あ
旦
簍
y
。
掛
令
ほ
。
指
定
の

金
融
機
関
の
口
座
か
ら
目
勣
引

落
し
き
れ
康
司

年
金
の
給
付
は
、
自
分
で
選

択
し
、
終
身
年
金
一

種
類
(
A

、
B

、
c

型
)
と
薗

舉

金
ふ
種

類
(
I

、
圦

Ⅲ
揃
)

を
痢
み

合
わ
せ
る
こ

と
が
で

き
ま
す

(く
わ
し
ぐ
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
)
。

ま
た
、
掛
合

朧

が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す

。
受
け
取
る
年
金
に
は
、
公

的
年
金
等
枠
啄

が
博

饗

れ
ま

す

。

申
込
・
問
合
せ
先

都
・
国
民

筈

夏

金

『
3
3
4
?
』
。
0
7
5
5

※
申
し
叺
み
は

、
牛
命
保
険
会

社
・
信
託
銀
行
で
も
で
孝
豕
す
。

ま
と
め
て

納
め
る
と

お
得
で
す

前
納
報
奨
金

7
月
1
日
ま
で
に
住
民
税
を

一
度
に
1
年
分
(
年
税
額
)
を

納
め
た
場
合
に
は
、
前
納
報
奨

翁
響
玖
5
れ
串
歹
。

金
額
は
第
4
期
分
の
税
額
の

尚
2

万
5

千
円
素
靡
苔
し
豕
す
。

納
め
る
時
は
、
必
歹
「
全
期

前
納
用
納
付
書
」
夲
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

支
払
方
法
は
、
怛
y
蒔
に

報
奨
金
早
云
祝
貊
が
ら
差
し
引

く
こ
と
で
代
え
求
y
。

納
付
遑
所

各
金
融
機
関
、
区

民
事
務
所
、
納
税
課
(
中
央

本
町
庁
舎
)

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

収
納
係(

3
8
8
0
)
5
1
0
9

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

奥
さ
ん

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

第
三
号
手
続
き

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
Q

妥
で
、
厚

生
年
金
な
ど
に
加
入
し
て
い
る

夫
の
扶
養
と
な
っ
て
い
る
2
0
歳

以
上
6
0歳
禾
満
の
万
は
、
手
続

霤
写

夸

左

で
国
民
年
金
第

三
号
仮
保
険
者
煢
桝

差
兮
。

区
忿
m
に
あ
'
(澑

書
に
、
夫

の
動
め
先
で
証
明
沮

符

、
届

け
出
て
ぐ
だ
さ
い
。

夫
が
国
民
年
金
蚕

や
め
て
厚

生
年
令
簷

と
に
加
入
匚
だ

時
は

卦

臾

ん
、
夫
が
転
職
レ
た
時

に
も
、
あ
ら
だ

め
ア
璢
け
出
を

す
る
必
要
が
あ
り
汞

歹
。

第
三
号
被
保
険
者
の
保
険
料

は
、
夫
が
加
入
し
て
い
る
年
金

制
度
令
体
で
貝
枳
矛
る
し
く
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。
夫
の
保
険

料
が
増
晏
y
に
戸
石
、
自
分
で

納
め
'
(必

要
も
あ
9

再

瓦

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

国
民
年
奩

堕
市

係

`
″
(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

老
後
の

く
ら
し
の

パ
ー
ト
ナ
ー

国
民
年
金

保
険
料
の
納
价

れ
が
続
く

と
、
将
来
年
会
怎
G

る
資
格

か
な
ぐ
な
っ
て
し
忠
つ
三
か

あ
9
手

。

国
民
年
金
に
は
、
老
後
に
受

け
る
者
警
屠
苹
金
の
ほ
か
に

も
障
害
幕
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

誓
簔
倆
こ
が
あ
Q
尽
冢
し
か

し
、
い
ず
れ
の
年
金
も
、
保
険

料
の
納
め
忘
れ
?
夕
獸
該
当

レ
な
い
否
抛
あ
(
¥
チ
。

な
お
、
経
済
的
な
事
情
で
納

付
が
困
騅
な
場
合
に
は
。
保
険

料
の
拾
葡
吭
?
営
汞
T
。

い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
保
険
料

の
納
付
が
遅
れ
て
い
る
方
も
、

今
か
ら
で
も
遅
く
あ
り
ま
せ

ん
。
国
民
年
金
課
に
'
袙
談
く

だ
さ
い
。

ま
秡

区
9
屏
に
出
向
け
な

い
方
の
た
め
に
、
国
民
年
金
推

准
簒
が
お
伺
い
し
て
相
膕
も
行

つ
て
い
ポヂ
。
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
。

国
民
年
金
課
推
進
係

一、
3
8
8
0
)
5
'り
6
1

口
座
振
替
の

ご
利
用
を

特
別
区
民
税
、
都
民
税
、
S

民
健
康
保
険
料
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
に
口
座
振
琴
冴
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

口
座
億

胥
に
す
る
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
納
期
ヽ
左

に
自
動
的
に

納
付
き
皇

子

の
で
、
納
劭
心

れ
か
な
ぐ
、便
利
で
安
心
で
す
。

申
込
方
法

預
金
瀟
帳
、
溥
皸

印
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
書
を

持
参

申
込
先

預
金
口
座
の
あ
る
金

融
機
関
(
郵
便
局
奮
除
く
)
　

次
に
は
区
忿
戮
霙
濔

窓
口

問
合
せ
先

い
ず
ひ

函

央
本

町
庁
舎

▽
特
別
区
民
税
・

都
民
税
・
:
納
税
課

(
3
8
8
0
J
5
1
0
1
　

マ
国
民
健
康
保
険
料
・
:
国
民
　

健
康
保
険
課
?
3
8
8
　

0
)
5
1
3
3

▽
国
民
年

痞

窖
萪

…
国
民
年
命
戻

`
一
一
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

平
成
3
年
事
業
所

商
業
統
計
調
査
の

同
時
実
施

「
事
業
所
統
計
調
査
・
商

業
統
計
調
燕

參

卜
月
1
日

現
在
で
同
時
に

付
い
朿
罵
　

こ
の
調
杳
ほ

、
区
内
の
全

詈

乕

を
対
象
と
し
豕
罵

卸
売
業
・
小
売
業
の
事
盒
胼

に
つ
い
ア
ほ

、
商
業
統
計
調

豕
茹
酋
汞
す
。

調
喜
貝
が
、6
月
下
旬
か

ら
7
月
中
旬
に
か
け
て
お
伺

い
卜
東
歹
。ご
協
力
夲
お
願

い
¥
ヂ
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁

舎
・
統
計
係

(
3
8
8
0・
5
0
3

み

ど

り

第
八
期
　足
立
区

緑
の
協
力
員

5
月
1
5
E
、「
第
八
期
足
立
区

緑
の
協
力
靜

の
委
嘱
式
奮
行

い
声
処

。

緑
の
協
力
員
に
選
ぱ
れ
た
2
5

人
の
皆
汲
ん
に
は
、ふ臟
2

年

間
。区
内
の
艨
化
豕
進
、
緑
の

翌
奪
に
ご
協
力
い
な
聖
菫

す
。(

緑
化
係
)

文

化

女
性
団
体
の

学
習
活
動
を

支
援
し
ま
す

区
で
ほ
、
女
性
団
体
が
自
主

的
に
圭

に
、
講
演
、
助一
奪
参
天
講

師
の
派
遣
お
よ
び
、
費
用
の
一

部
の
援
助
を
し
て
い
ホ
罵

今
年
彦
芬
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
口
食
集
し
ま
需

対
象

マ
区
内
に
活
動
の
王
体

を
置
く

マ
区
内
に
住
所
が

あ
る
了
人
以
上
の
団
体
(
う

ち
7

割
以
占
配

硅
)

ワ

営
利
、
政
治
、
宗
教
団
体
を

除
ぐ

募
集
団
体
数
2
0

団
体

盗

蘖

団
体
数
膏
譽

黛
鳶

合

は
審
査
お
よ
び
佃
選

。
濡
だ
な

い
場
合
は
先
着
岨
。
同
一
団
体

は
年
度
内
1
回

。

応
募
方
法

所
定
の
申
込

書

(
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
に
あ

口
ま
ヂ
)

夲
提
出

援
助
金
額

舁

羊

円
の
範

囲
内

募
集
期
限
6

月
2
8
日

申
込
・
問
合
せ
先

女
性
総
合

セ
ン
タ
ー

3
8
8
0
)
5
2
2
2

女
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

メ
デ
ィ
ア
を
つ
く
る
女
性

テ
レ
ビ
、
新
聞
、
図
聨
な
ど

の
作
り
手
の
多
く
は
男
性
で

す
。今

回
の
女
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
は
、
ポ
ル
ノ
、
買
売
春
蚕
ア

ー
マ
と
し
た
出
呎

映
画
を
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
す

耳
萄
胼
の

会
社
『
パ
ン
ド
ラ
』
の
代
表
中

野
理
恵
さ
ん
を
お
招
き
し
ま

す
。男

性
の
万
壑
耳
と
っ
ぞ
。

日
時
6

月
2
7日
采
)
、
午
後

6
時
叩
分
廴
晶
劭
分

申
込
方
法

電
話
ま
たほ
窓
口

費
用

無
料

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

女

性
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

く
ら
し
を

見
直
す
セ
ミ
ナ
ー

第
一
回

わ
た
し
た
ち
の

く
ら
し
と
食
生
活

わ
な
レ
た
ち
の
ぐ
β
し
は
、

非
常
な
勢
い
で
変
化
し
て
い
ま

す
。で
も
、
ち
ょ
っ
と
立
ち
止

ま
っ
て
、
こ
の
豕
ま
で
い
い
の

か
考
凡
て
み
ま
せ
ん
か
、

第
1
回
は
食
牛
活
に
つ
い
て

考
&
冫
栄
子
。

日
時
6
月
芻
只
土
)
、
午
後
　
t

時
y
6
時

内
容

食
牛
活
に
つ
い
て
の
話

い
と
実
習

費
用

無
料

定
員

青
年
男
女
3
0人

申
込
方
法

電
話
(
先
着
順
)

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

青

年
セ
ン
タ
ー

ヽ
'、3
8
9
0
J
0
0
6
1

ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ラ
ブ

夏
の
河
原
で

一
日
遊
ぶ

い
よ
い
よ
盲
到

来
。
ア
C
v

ド
ア
人
間
の
出
番
で

罵

夏
の

一
日
、
河
原
の
探
険
鷺
芒

み

声

し
ょ
う
。

日
時
7
月
'
卜
貝
日
)
、
午
前
　

9
時～
午
後
t
時

費
用

交
通
費
の
み
目
己
負
担

定
員

青
年
男
女
3
0
人

墜

』

青
年
セ
ン
タ
ー

持
物

弁
当
。
水
筒

申
込
方
法

電
話
(

先
著
順
)

申
込
・
問
合
せ
先

青
年
セ
ン

タ
ー

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

い
っ
し
ょ
に

子
育
て
通
信
を

つ
く
り
ま
し
よ
う

子
膏
で

の
こ
と
で
'
に兀
な
こ
l
t

知
n
た
い
、
戸
瓦

な
体
験

奮
吩
(
た
い
。
そ
ん
な
思
い
を

子
亘
i

瑟

づ
く
り
に
伍
か
し

刄
か
ま
せ
ん
か
。

日
時
6

丹
2
8日
(
金
)
、
午
前

稍
醯
了

正
午

対
象

子
囂
に

の
覡

哭

ん

場
所
・
問
合
せ
先

青
年
セ
ン

タ
ー

了
8
9
0

一・
〇
〇
6
1

ド
ラ
ム

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
を

設
置
し
ま
し
た

青
年
セ
ン
タ
ー
音
楽
室
に
、

ド
ラ
ム
セ
ッ
ト
、シ
ン
セ
舁
ネ
ザ
1

を
設
置
し
S
し
た
。
バ
ン
ド

の
練
習
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

青
年
セ
ン
タ
ー
　

　
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

郷
土
博
物
館

臨
時
休
館
の

お
知
ら
せ

郷
土
博
物
館
で
は
、
収
蔵
軍

芯
ぶ

農
示
室
の
害
虫
、
カ
ビ

な
こ
の
防
除
作
業
の
た
め
、
次

の
と
お
口
臨
時
休
館
し
豕
す
。

臨
時
休
館
日
6

月
2
5・
2
6日

※
な
お
6
月
2
4
Eは
平
常
休
館

耳
争

。

問
合
せ
先

郷
十
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

役
所
等
に
関
す
る

苦
情
・
要
望
は

行
政
相
談
を

区
に
は
、
総
務
庁
長
官
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

行
政
相
談
委
親
切
い
ネ
T
。

行
政
相
談
委
員
は
、
各
省
庁
、
公
社
、
公

団
、
区
伶
屏
等
、
心房
の
仕
事
に
関
す
三
要

望
や
苦
哂
屁
と
の
相
談
武
廱
吁
し
求
司

相
談
は
無
料
、
秘
密
箜
端
耋
丿
恒
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
毎
丹
第
y
金
曜
日
、午
後
し
時
～
4
　

時
禰
7

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
・
区
民

相
談
室

班
行
政
相
談
委
員
は
、
手
紙
・
電
話
、
面
接

で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
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保

健

・

衛

生

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師

研
修

従
事
者
講
習
会

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
眼
叩
癶
徒

事
老
ほ
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法

に
基
つ
き
、
3
年
に
一
度
研
修

吏
ほ
講
蓼

鷽
琺
口
れ
ぱ

な
9
再
ん
。

日
時

▽
研
修・
:
7月
7
・
2
1
　

日
、
a
月
4
・
1
1
贏
冐
、

9
月
8
・
1
8売
苜

▽
講

習
…
7
月
1
7
E
、i
月
2
9
E、

9
月
2
6日
(
研
修
、
講
習
と

も
い
ず
れ
か
希
望
百
)

場
所

▽
研
修
:
合
理
運
?
ル

(渋
谷
区
代
々
木
)
他

▽

講
習
・
白
本
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
(
文
京
区
後
楽
)

他
費
用

▽
研
修
…
4
千
迦
円

▽
講
習・
:
4千
円

申
込
方
法

電
話
(
定
員
に
な

り
し
だ
い
締
切
ひ
)

申
込
先

附
東
京
都
環
提
星

営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
3
7
9
)
6
6
4
『
j

問
合
せ
先

足
立
、
千
住
保
健

所
・
環
境
衛
生

愛犬は家族の一員です
動物無料健康相談と
犬 の登録・予防注射

日
時
こ
覇
　

下
表
り
嘉

相
談
内
容

勣

物
の
齶
い
方
・
健
康
相
談
(
担

当

足
立
区
獣
医
師
会
)

費
用

無
料

※
会
場
で
ば
、今
年
度
の
登

髞
と
狂
犬
訶
予
防
蜃
か
児

で
い
な
い
犬
の
登
髞
と
注
射
を

行
い
毒
y
。(
費
用
5
千
川
円
)

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)
。

防
疫
指
導
係

平成3年度畜犬登録と狂犬痢予防整理注射会鳩

千佳保健所管内
時間午前11胯～正午まで 摎穹保健所管内時岡午後2時～3時

募

集

学
童
保
育
室

臨
時
職
員

登
録
の
募
集

堡
薑
(
小
学
校
Å
年
生
)

の
指
導
に
熱
意
の
安
芳
な
ら

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
豕
y
。

仕
事
は
、指
導
員
の
補
助
で
T

。

学
童
保
育
室
の
臨
時
鶚
貝
と
し

て
登
緑
し
、
必
聾
に
応
じ
て
左

表
の
保
育
室
に
動
務
し
て
い
た

だ
孝
豕
す
。

勤
務
時
間
正
午
卜
午
後
i
時
　
　

(
か
だ
し
、夏
休
み
等
は
午
　

前
1
時
～
午
憮
ざ
時
)

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

堡
擺

育
係

a
(
3
8

～
)
5
1
8
1

看
護
婦
(
非
常
勤
)
の
募
集

東
部
墜

拯
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
で
係
硝
遙
所
訓
練
事

業
に
従
甫
書
奥
護
婦
(
非

常
動
)
奩
霤
こ
て
い
ホ
罵

募
集
人
数

人

勤
務
日
数
J
T

日

勤
務
先

梅
酢
3
3
1
1
9
　

幼
児
指
導
係

申
込
・
問
合
せ
先

梅
島
通
所

訓
練
施
設

登
(
3
8
4
9
)
1
3
7
9

水
の
事
故
か
ら

生
命
を
守
る
た
め
に

水
上
安
全
法

救
助
員
講
習
会

水
の
事
故
防
止
に
対
す
る
知

掀
と
救
助
法
奎

霖
I

ヂ

。

日
時
7

月
9

・
1
0・
1
2・
1
3・

1
6・
1
7・
1
9
加

貝

全
8

日

間
)
、午
後
1
時
r
9

時
(
土

曜
日
は
午
零

瀘
T
1

時
)

場
所

中
央
本
町
セ
ン
タ
ー
、

プ
ー
ル

対
象
1
8
歳
以
上
の
区
内
在
　

住
・
在
勤
者
で
5
0
0
m
以
上
泳
　

げ
x
芳

内
容

学
科
1
2
時
間
、
実
技
1
8
　

時
間
(
試
驂
囂

む
)

費
用

無
料
(
教
本
実
費
負
担
)

審
員
6
0

人
(

抽
選
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生

年
月
日
、
電
話
番
号
、
職
業
、

水
安
法
希
挈
と
明
記

申
込
期
限
6

月
2
9日
必
着

柬
試
験
合
格
者
に
は
、
日
赤
救

助
員
の
資
格
が
与
咒
ら
れ

、
地

域
で
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
な
お
、
参
加
者
は
自
分
の

蜃

管
理
に
詈
屁

宸

つ
叉

」

参
加
く
だ
さ
い

。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
霓

千

住
)
・
体
育
振
興
係

〒
閇一

千
住
―
4
1
8

『
発
見
ま
ち
か
ど
物
語

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
』

作
品
募
集
中

足
立
区
内
?
見
つ
け
た
「
く

つ
罍

箜

凹

や
、
「
す
て
き

な
ま
'
な

み
」
な
こ
、
身
近

な
ま
5
の
風
景
写
真
夲
募
集

し
て
い
求
す
。入
賞
作
品
は
、

あ
だ
ち
萋
弓

く
り
フ
ォ
ー

ラ
ム
(
U

以
X
E

開
催
)
で

発
表
、
展
示
し
乖
'
。

応
募
資
格

区
内
在
住
・
在

勣
・
在
学
の
方

応
募
方
法

撮
影
場
所
は
区

内
。
未
発
表
り
も
の
で
カ
ラ

ー
づ
ひ

ン
ト
(

四
ツ
切
、
ふ

ち
な
し
)
。入
賞
愕

踝
罩

が

螽
{
出

申
込
期
限
1
0

月
8
日

班
入
賞
者
に
は
賞
状
ど
嘗
E

、

全
応
募
者
に
記
荅

覃

真
弓

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)
・
ま
ち
づ
く
り
課
推
進

堡

素

ほ

、
ま
ち
づ
ぐ
り
公

社

〒
圀
綾
瀬
2
3
0
6
　

昔
(
3
6
0
4
)

了
7
6
1

みんなの健康 L 儿噐λ l 詈面E罌
諄 胴 晧日 面氣

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で
、1
団

体
1
事
業
、3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
・
:
広
報
課

催
し
物

☆
は
り
・
き
ゅ
う
無
料
奉
仕
治

療
6
月
哂
冐
(
日
)
、午
前
9

時
～
午
後
3
時
/
老
人
会
館
/

区
内
在
住
の
6
0
歳
以
上
の
万
/

先
着
川
人
(
当
ほ
受
付
)
/
吉
山
a
(
3
8
(
q
L
)
0
7
5
4

=
募
集
=

☆
幼
児
を
も
つ
親
子
の
友
達
の

輪
(
は
と
ぽ
っ
ぽ
)
毎
週
木

曜
日
/
五
反
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
セ
ン
タ
ー
近
辺
/
月
額
3
0
0

円
/
中
村
昔
(
6
7
)
2

〈衛生試験所メモ〉

お
い
し
そ
う
な
色
は

本
物
の
色
?

臟
い
百
冨
蘆
迸
j
R

い
な
石
の
ア
イ
ス
や
ジ

ュ
ー
ス
が
目
に
つ
く
季
節
で
歹
。

こ
れ
ら
の
仙
ぼ

、
合
嵎
着
色
料
に
か
わ
ひ

、
近

年
は
天
然
着
色
料
が
増
え
て
い
嫐
歹
。

天
然
着
色
料
と
い
っ
て
も
、
食
用
で
な
い
も
の

紮

霸

に
し
た
り
、
取
ひ
出
す
蒔
に
化
営

苦
写

使
っ
た
り

、
化
学
的
に
無
威
し
て
い
る

大
然
着
色

料
も
*
8
0
'
C
R
M
R
A
J
6
0
#
!

い
が
な
い

も
9

冢

冐
兎
す

。

今
ま
で
E

本
の
法
律
は

、
天
然
物
に
甘
ぐ
、
合

答

四
に
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
レ
た
。
し

粐
し
、
今

年
の
了
月
I
E

以
隆
は

、
天
然
添
加
耡
石

隘

路

加
智

同
様
に
表
一
盂

れ

る
ぶ
忍

宣
'

チ

。

臾
昏
霖
入
り
」
等
・
U
&
f
e
れ
て
い
忝
も
の

に
も
、
裏
の
表
示
を
旻
亙
大
然
着
色
料
が
=
唇

れ
て
い
る
'
左
が
よ
く
あ
2
チ
。
き
れ
い
な
色

の
食
に
蓼
甼
ド
た
時
に
は
、
表
】
澎
擺
認
す
る

こ
と
仮
字
子
め
し
豕
y
。

衛生試験所検査結果心身障害者( 児)
緊急一時保護
スタートしました

区
で
は
、

足
立
区
医
師

会
と
等
潤
訶

院
の
協
力
を

得
て
、
区
内

に
屋
す
る

在
宅
介
濁
否

必
要
と
す
る

心
身
障
害
者

(児
)
の
保
護
者
稾
刄
ほ
諧

簇

が
、病
気
・
事
故
由

産
壽
嬉

葬
祭
の
た
め
、
家
庭
に
お
け

る
介
護
が
困
難
と
な
っ
た
心

身
障
害
者
(
児
)
蠢
豕

か

つ
一
時
的
に
保
護
し
l
y
。

対
象

身
体
障
害
者
手
帳
2
　

級
以
上
の
身
体
障
害
者

(児
ご
素
ほ
、
愛
の
手

帳
―
戛
以
上
の
精
神
薄
弱

者
(
児
)

期
間
7

日
以
内

保
護
す
る
場
所

等
潤
病
院

※
飲
食
物
怛
翩
?
軅
晋
は

本
人
負
現
手

。

申
込
方
法

事
前
に
障
害
福

祉
課
に
蠶
蠍
。
保
護
が
必

要
に
な
っ
た
時
は
、
福
祉

禀
務
所
褒
ほ

障
害
福
祉

課
に
申
請
書
を
提
出
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
・
障
害
福
祉
課

計
画
調
整
係

昔
(
3
8
9

‘
T
L
L

㈹

訂正とおわび
● 区議会日程
6 月5 日号に掲載した 日程を下記のとおり訂
正します。
日程、6 月12日團、6 月13日團、6 月14日窗 、
6 月27日困 いずれも午後1 時から
問合せ先 本庁舎( = 千住) ・区議会事務局

● 就園奨励費
5 月5 日号に掲載し た幼稚園児の補助金の記
事の表に誤りがあり ました。正し くは下表の
とおりです。訂正し ておわびします。

表1 就圜奨励費 住民税による限度額表( 年額)

● ( 八) 1こつい ては 、世帯構成員中2 人以上|こ所得か
ある場合には 、所得 割額の合肝順
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まちかど通信
皆さんの情報をお待ちしてい ます。
● 話やハガキでどしどしお寄せください。
連絡先 本庁會・広報腺

〒120 千佳1418
四38821111 ㈹

RECYCLEPAPER
森林資源を大切に

入
館
者
1
0万
人
突
破

郷
土
博
物
館

あ
だ
忌

文
化
堅
蔽

多
く

展
示
し
た
郷
土
博
物
館
が
、
昭

和
6
1年
U
月
オ
ー
プ
ン
以
来
、5

月
2
5ぽ
午
後
に
、1
0万
人
の

入
館
耆
噐
え
奔
に‥だ

。

こ
の
日

、1
0万
人
目
9
(

館

者
戸
な
っ
た
白
浜
ト
ナ
江
齏

心

(梅
田
三
丁
目
在
住
)
に
は
。

郷
土
博
物
館
か
ら
記
咨

窓

証

聨
濫

胃

素

梶

。白

浜

さ

ん

は
、
庭
園
や
博

物
館
巡
ひ
が
好

き
で

、
今
日
も

近
所
の
友
達
と

来
奔
レ
た
。「
大

原
7

れ
し
い
で

す

。
今
ま
で
ク

ジ
に
当
た
っ
た

こ
と
も
な
い
の

に

。
広
報
紙
の

J
の
だ
ち
の
文

化
財
界

の
記

亊
奮
兄
て
来
ま
し
た
。
そ
れ
が

ち
よ
詼
と
1
0万
人
目
に
な
る
と

は
」
と
吾
び
の
表
情
で
昴
じ
て

い
ま
し
た
。

惜
し
ぐ
も
一
つ
前
の
9
万
9

千
聊
人
目
り
入
館
者
は
、
神
明

町
に
実
家
が
あ
り
、
現
在
北
海

道
常
呂
郡
に
お
住
ま
い
の
星
野

五
郎
さ
刄

。
こ
ち
ら
は
「残
念
。

も
う
少
に遲
ぐ
来
れ
ば
良
か
っ

た
」
と
話
u
て
い
奔
に‥だ

。1
0

万
人

目
の
万
は
、
白
浜
さ
ん

と
一
緒
に
来
た
伊
藤
し
づ
江
さ

ん
(
関
原
二
丁
目
在
住
)
で
し

た
。こ
の
お
二
人
に
尨
剛
後
賁

と
し
て
、
テ
レ
フ
ォ
ン
カ
ー
ド

と
記
魯
品
を
謦
¥
r

だ
。

郷
土
博
物
館
で
は
、今
燻
も
。

「浮
世
哈
罕
厶
窓
石
や
絵
の

世
界
匚
」
等
数
多
く
の
特
別
展

岑
早
走
し
て
お
り
、
一
人
で
も

多
く
の
方
の
来
館
を
お
待
ち
し

て
い
生
孔

か
ね
て
か
梟
九
成
し
、
開
通

念
狩
つ
ぱ
仞
y
な
っ
て
い
た

桑
袋
大
僑
が
、
5
月
1
0日
開
通

し
ま
い
尺

花
畑
八
丁
目
の
綾
瀬
川
に
架

か
る
こ
の
橋
は
、
全
長
1
3
5、

幅
1
6見

支
柱
や
欄
干
に
は
、

ユ
ニ
ー
ク
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や

蛇
の
絵
が
あ
り
、
瀟
け
ず
る
人

の
目
膏
参
¥
疂
て
い
康
司
　

こ
の
褞
が
閧
通
し
た
こ
と

で
、今
ま
で
川
に
遮
歹
ぎ
袞
‥
、

近
ぐ
ア
渚
か
っ
た
足
立
区
と
八

嚮
市
の
間
が
、
一
段
温

聖
a

劣
し
た
。

白浜さん( 左) には記 念の芭薫人形
が贈られました

開通　桑袋大橋

車も通行でき便利になりました

おいしいおイモが
できるといいね

5
丹
2
3
日
(
木
)
、
初
夏
の
さ

わ
や
か
な
風
が
そ
よ
ぐ
中
、
竹

の
塚
保
育
園
の
園
児
た
ち
か
サ

ツ
マ
イ
モ
の
苗
の
植
え
つ
け
を

」
派
に
だ
。
場
所
は
兀
溯
江
公

園
ワ
キ
の
畑
(
保
木
間
2
-

2
1
)。保
木
間
四
丁
目
に
お
住
ま

い
の
石
井
て
る
さ
ん
が
、「
都
会

の
子
ど
石
た
ち
に
失
わ
れ
が
ち

な
土
い
じ
り
の
喜
び
を
。
少
し

で
も
味
わ
っ
て
も
ら
え
た
ら
-

・
ご

と
無
償
で
提
供
し
て
い
る

畑
で
す

。

園
児
た
ち
ほ
、
先
牛
が
ら
サ

ツ
マ
イ
モ
の
苗
啻
9

回

と
、

「
ご
P

そ

こ
れ
が
葡
子
モ
に

な
る
の
7
・
」
と
不
思
議
そ
う
な

顔
。「
こ

冫
や
っ
て
愿
荅
り
ん
だ

よ
」
と
苔

背
石
、
お
陌
さ
ん

の
得
意
気
な

声
も
聞
こ
え
ま

す
。
そ
し
て
、
園
児
た
ち
は
。

サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
を
一
つ
ひ
と

つ
丁
寧
に
悟
凡
、「
元
気
に
育
っ

て
ね
「
に・
」
怠

ぶ

か

口
な
が
ら

水
夸
や
り
、
楽
し
い
イ
モ
値
茂

啻
誣
`
し
声
に
‥
だ
。

「
去
年
は
y

に刄

な
に
大
き

な
お
イ
モ
が
取
れ
た
ん
だ
よ
」

と
園
児
た
ち
の
歓
声
。
今
年
の

秋
も
否

卮

兮
ツ
マ
イ
モ
が
と

れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

島
根
今
昔
物
語

島
根
三
丁
目
2
7番
で
、
明
治
の
'

旨

の
島
根
む
惑

の
様
害

復
心
し
た
大
忝
な
絵
が
見
弧
れ

ま
す
。

作
者
は
。
島
根
三
丁
目
に
お

住
ま
い
の
安
田
正
次
麌
へ

余

暇
夲
莉
用
し
、
約
a

力
月
を
か

け
刄

九
或
さ
せ
た
縦
2
m

横
l
m
9
(

顋

に夛

。
祖
父
の
記
憶

夲
だ
よ
り
に
、
町
会
名
簿
の
村

絵
図
も
参
考
に
レ
た
と
い
う

か

ら
、デ
ー
タ
の
裏
付
け

も
確
か

。

「
少
年
時
代
、
自
分
が
ど
の

恚
刄

苫
こ
ろ
に
住
み

、
ど
の

ぷ
刄

笛
壱

奪

可

て
い
た
の

か
を
じ

多
畝
た
ち
に
話
し
た

か
っ
た

。
で
も

。
描
い
て
い
く

う
ち
に

、
つ
い
笋
か
し
ぎ

の
あ

ま
旦

多
中
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

絵
に
は

、
当
時
こ
の
村
に
住

ん
で
い
た
人
々
の
名
前
ぱ
か
り

で
な
ぐ
、
屋
号
も
胼
か
れ
て
い

康
司

急
速
に
都
市
化
が
冷
兀

で
い
く
中
、
古
き
艮
盜
足
立
を

思
い
椰
き
f
る
ス
テ
キ
な
絵

で
す

。

「 大 き< 育 っ て ね

畑
の
中
の
大
き
な
絵

さ
わ
や
か
な
歌
声
が

響
き
ま
し
た

「
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」

5
月
2
4日
、
小
雨
{
あ
が
っ

た
お
昼
時
。
区
忿
7

庁
舎
の

正
面
玄
関
で
「
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン

コ
ン
サ
ー
ト
」
が
行
な
わ
れ
、

美
し
い
塗
戸が
恚
ク
か
ど
に
響

空
再
だ

。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
教
育
委

員
会
が
嶮
所
に
親
レ
び
武
)

つ
て
も
5
硲
P

と
企
画
。

長
門
小
学
校
の
P
T
A
聚
甲

心
に
」
だ
「
コ
ー
ル
・
N
A
G
A
T
O

」
と
、
主
婦
が
中
心
の

「
月
光
合
唱
回

の
2
グ
ル
ー

プ
が
、
美
し
い
慝
ぷ
援
露
し

声

処

。

「
荒
城
の
月

」「
毎

冥

と

」

「
花
の
審
汞

」
に
続
き
歌
謡
曲

の
メ
ド
レ

ー
な
ど
を
歌
い
あ

げ
、
コ
ン
サ
ー
ト
刄

蒿

潮
。

昼
休
み
中
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

や
O
k

芦

葯
5
0
0人
の
観
客
で

会
場
は

。
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

し
た
。

歌
登
闃
い
て
い
た
古
沢
政
子

さ
ん
は
、「
た
ま

た
ま
通
叺
一
…か

っ
た
の

で
す

が

、
た
い
へ
ん

上
手
で
得
し
た

気
分
で
罵

ま

た
、
ザ
ひ

、
企

回
し
ア
偉

し
い

で
寺
ね

」
と
、

楽
し
そ
う
に
語

っ
て
く
れ
ま
し

た

。最
後
に
、「
夏

は
来
ぬ

」
夸
裁

筌

員
で
合
唱

し

割
れ
ん
ぱ
か
り
の
拍
手
か

い
つ
ま
で
も
続
い
て
い
ま
し

た
。

メ
ロ
デ
ィ
ー
も
軽
や
か
に

カ
ラ
ー
舗
装
完
成

北
千
住
サ
ン
ロ
ー
ド

6
月
1
8
ら
冐
に
千
住
二
、

四
丁
目
の
サ
ン
ロ
ー
ド
商
店
街

で
カ
ラ
ー
舗
装
t
菠
記
念
式
典

が
行
わ
れ
声
した

。

旧
日

跖

扈

に
面
し
た
剏
年

の
百
い
歴
史
と
共
に
栄
え
た
千

住
宿
の
甲
心
街
に
あ
る
サ
ン
ロ

ー
ド
で
は
、
カ
ラ
ー
舗
装
の

所
々
に
大
名
行
列

、
は
た
ご

(
宿
)
、
飛
脚
の
絵
を
は
め
込

み

、
街
路
灯
に
も
工
夫
岑
癡
ら

し
、
宿
場
町
戸
X

葬
演
出

。

ま
た
、午
前
1
0
時
か
ら
午
後
t

時
ま
で
1

時
間

にと
に
自
動

で
音
楽
を
奏
で
る
リ
ズ
ム
ア
ー

ー
ー一
欣

記
念
式
典
は
、
千
応

は

ん
ち
ょ
う
公
園
で
口
p

れ
、
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
を
蹈
め
、
嗄
木
ま

つ
り
、
ア
イ
ド
ル
歌
手
の
ラ
イ

ブ
、
ク
イ
ズ
大
会
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
に
、た
S
{

ん
の
人
出
で

、

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

芙しい歌声が響き感動のあ まり
涙 す る 人 も

た い へ ん に ぎ わ っ た 槿 木 ま つ り

見にきて! !
いっしょけんめい作った

私たちの作品

足立区障害者ギャラリーオープン

障
害
者
の
壬
W

示
惣
辰

示
レ
た
「
足
立
区
障
害
者
ギ
ャ

ラ
リ
J

が
先
月
、
西
新
井
駅

東
口
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
デ
パ
ー

ト
、
サ
テ
ィ
ー
菠
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

障
害
者
の
社
会
参
加
と
自

立
、
地
豕
と
の
ふ
れ
あ
い
奮
日

指
し
て
、
区
内
心
身
障
害
者
6

団
体
で
作
る
「
友
愛
漁

が
、

区
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
デ
パ
ー
ト

の
協
力
を
得
て
つ
く
っ
た
も
の

で
哭ギ

ャ
ラ
リ
ー
に
は
、
障
害
者

が
機
能
回
復
の
訓
練
夲
蒹
ね
て

作
っ
た
、
玉
の
れ
ん
や
刺
し
ゅ

う
、
編
物
、
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー

な
ど
の
壬
W

示
物
約
川
点
を

展
示
し
て
い
耒
す
。

「
こ
Q

乎
ヤ
ラ
リ
ー
を
通
し

て

、
障
害
者
も
(
ン
デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ
奮
汞
ひ
越
え
、
精
い
っ
ぱ

い
牛
齊
で

い
る
響

ぶ
髫
仁
た

い
。
ま
た
、
大
勢
の
人
に
来
て

も
ら
い

、
区
民
の
皆
さ
ん
と
の

ふ
れ
あ
い
の
場
に
な
れ
ば
」
と

友
愛
会
の
平
野
和
代
理
事
長
。

こ

こ

だ

、
区
民
と
の
交
流

を
高
め
よ
う
と
い
う
考
え
か

ら

、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は

、
―
冊

の
ノ
ー
ト
が
置
い
て
あ
り
ま

す

。こ
の
ノ
ー
ト
に
は
、「
健
康

な
目
分
で
も

、
y
ん

な
耳

茗

し
い
物
は
作
れ
な
い
」「
目
の
不

毘
W

叉

が
、
ど
の
ぶ
つ
に
編

ん
で
い
る
の
な
{
‘つ
}
な
ど
、

多
く
の
感
動
や
励
沢
し
の
言
葉

が
裹
か
れ
て
い
聿
瓦

障
害
者
の
作
品
奎

曇
早
急

区
内
初
の
こ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

毎
月
、
展
示
内
容
を
哥
沢

、
月
1

回
の
作
品
即
売
会

単

走

し

て
い
ま
t
。

障
害
者
が
日
々
の
積
み
諏
ね

で
作
り
占

兄

ヱ

み
冗
じ
い

作
品
聚

皆
豕
兀

匁

呑

、
ご

覧
ぐ
だ
さ
い

。

開
場
時
間
午
前
1
0
時
～
午
後
　

7
時
(
毎
週
火
曜
日
休
館
)
、

入
場
無
料

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)
・

障
害
福
祉
課
計
画
調
整
係
　

昔
(
3
8
8
2
)

㈹

丹 精込 め て 作 ら れ た 色 鮮や か な 作品 が 目を
引 き ます

ギャラ リーの感想がつづられ
たノート

SSuI 240, 000


